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第 1  点検・評価制度の概要 

 

１．事務の点検・評価の考え方 

 

南部町教育委員会におきましては、学校教育、生涯学習、文化、スポーツ・レクリエーシ

ョンなどの分野で様々な施策に取り組んでおりますが、これらの施策を充実させるうえで各

施策の進捗状況や町民の皆様及び関係各位の意見を踏まえることは非常に重要なことであり

ます。また政策効果を把握し、必要性、効率性等の観点から自ら評価を行い、その結果を公

表することは、住民に対する説明責任を果たす上で重要なことであります。 

このようなことから「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、自らの権限

に属する事務の管理及び執行について、点検評価を行い、その結果に関する報告書を作成し

議会に提出するとともに、町民に公表する取り組みを平成 20 年度から実施しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．事務の点検・評価の方法 

 平成２５年度に南部町教育委員会並びに教育委員会各課において執行された事務事業に

ついて、教育委員会内部で点検評価する。 

 

３．事務の分類と評価 

 教育委員会所掌の事務事業を次のとおり３分類する。 

Ｉ 「教育委員会の活動」 

Ⅱ 「教育委員会が管理執行する事務」 

Ⅲ 「教育委員会各課の執行する事務事業」 

 

◇  達成度の評価 

「Ⅲ 教育委員会各課の執行する事務事業」について、達成度を５段階で評価する。 

 

   ５ 極めて満足である （順調に達成している） 

   ４ 満足である    （概ね順調に達成している） 

   ３ 普通             （達成見込みだが若干課題がある） 

   ２ 不満足である   （順調でない） 

   １ 極めて不満足である（達成しなかった）  

 ― 評価しがたいもの 

【参考】 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（抄） 

 

（教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価等） 

第 27条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務「 前条第一項の規定により教育

長に委任された事務その他教育長権限に属する事務 （同条第三項の規定により事務

局職員等に委任された事務を含む。）を含む。｣ の管理及び執行状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表しなければならない。 

平成 20年 4月 1日 
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第２  事務事業ごとの点検・評価 

Ⅰ 教育委員会の活動 

１．教育委員の構成 

南部町教育委員（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

 職  名 氏  名 任   期 備    考 

委 員 長 佐野 浩道 
平成 23年 5月 10日 

～平成 27年 5月 9日 

委員長就任 

平成 25年 5月 1日 

委 員 長 

職務代理者 
瀧 政幸 

平成 23年 5月 10日 

～平成 27年 5月 9日 

委員長職務代理者就任 

平成 25年 5月 1日 

委   員 渡辺 拓雄 
平成 24年 5月 1日 

～平成 28年 4月 30日 
 

〃 芦澤 和彦 
平成 25年 5月 1日 

～平成 29年 4月 30日 
 

教 育 長 望月 宝 
平成 22年 4月 1日 

～平成 26年 4月 30日 

教育長就任 

平成 25年 4月 1日 

 

２．教育委員会の活動状況  

（1）委員会議の開催状況  

南部町教育委員会の会議は原則として公開する。また毎月１回の定例会のほか，必要

に応じ臨時会を開催している。  

この会議において、５名の教育委員（教育長１名を含む。）が教育行政の運営の基本

方針や教育委員会の規則の制定改廃など、会議において議決を要する事項について審

議・決定を行うとともに，重要事項について事務局から報告を受けている。  

平成２５年度の教育委員会会議の開催状況は次のとおりである。 

会    議 開催日 議案件数 報告件数 その他 

平成２５年 臨 時 第 1 回 4月 1日 1 0 0 

 定例会第 4 回  4月 24日 3 1 1 

臨 時 第 2 回 5月 1日 2 1 1 

      定例会第 5 回  5月 23日 3 3 1 

      〃  第 6 回  6月 17日 2 1 1 

      〃  第 7 回 7月 9日 3 1 0 

定例会第 8 回  8月 27日 1 2 0 

       〃   第 9 回  9月 18日 2 1 0 

      〃  第 10回 10月 16日 4 1 0 

臨 時 第 3 回 11月 5日 1 0 0 

定例会第 11回 11月 22日 3 1 3 

      〃  第 12回 12月 20日 2 2 1 

平成２６年 〃   第 1 回  1月 17日 2 1 2 

      〃  第 2 回  2月 20日 3 1 1 

      〃   第 3 回  3月 17日 3 2 2 

合     計 35 18 13 
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（2）その他の活動状況  

教育委員は、教育委員会の会議への出席以外に、町議会への出席、各会議、関係行事

等へ出席している。平成２５年度における主な活動は次のとおりである。  

・山梨県町村教育長会  ・山梨県教育委員会連合会 

・峡南地区教育委員会連合会総会及び研修会  

・南部町教育委員先進地視察研修 ・学校訪問 

・各小中学校入学式 ・卒業式  

・各小学校運動会 ・中学校学園祭   

・町民体育祭 ・成人式典 ・町内一周駅伝大会 

・その他各種イベント事業への出席 
 
 
Ⅱ 教育委員会が管理執行する事務 

    教育委員会が管理執行する事務は南部町教育委員会事務委任規則に規定されている。

平成２５年度に管理執行した事務については下記のとおりである。 

 

 （1）教育委員会規則及びその他の重要な規定の制定及び廃案すること。 

   ○ 条例、規則の改正 

・南部町公民館条例施行規則の一部改正 

・南部町私立幼稚園就園奨励費補助金交付規則の一部改正 

・南部町社会社教育委員条例の一部改正 

○ 要綱制定 

・南部町私立幼稚園運営費補助金交付要綱 

・南部町入学祝金支給要綱 

・南部町青森県南部町児童交流会補助金交付要綱 

・南部町立南部中学校自転車通学用ヘルメット購入費補助金交付要綱 

・南部町立南部中学校進路指導対策費補助金交付要綱 

・南部町立南部中学校生徒検定費助成金交付要綱 

・南部町立南部中学校生徒会運営費補助金交付要綱 

・南部町公民館運営費補助金交付要綱 

・南部町公民館連絡協議会研修費補助金交付要綱 

・南部町青少年育成南部町民会議補助金交付要綱 

・南部町ＰТＡ連合会補助金交付要綱 

・南部町女性団体連絡協議会補助金交付要綱 

・南部町文化協会補助金交付要綱 

・南部町内船歌舞伎保存会補助金交付要綱 

・南部町徳間相撲甚句振興会補助金交付要綱 

・南部町南部火祭り太鼓振興会補助金交付要綱 

・南部町富沢郷白鳥太鼓保存会補助金交付要綱 

・南部町楮根篠井太鼓保存会補助金交付要綱 

・南部町図書館フェスティバル実行委員会補助金交付要綱 

・南部町図書館ボランティアグループ補助金交付要綱 

・南部町体育協会事業費補助金交付要綱 

・南部町スポーツ推進委員会運営費補助金交付要綱 

・南部町県外スポーツ大会等出場費補助金交付要綱 

・南部町総合型地域スポーツクラブ推進事業補助金交付要綱 

・南部町アルカディアスポーツフェスタ実行委員会補助金交付要綱 
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（2）教育予算その他の議会の議決を経るべき議案の原案を決定すること。 

    平成２５年度９月補正予算、平成２５年度１２月補正予算、平成２５年度３月補正

予算、平成２６年度当初予算、全て原案どおりを了承される。 

  

（3）県費負担の教職員の人事の内申に関すること。 

   ・人事異動に際し、２１名の異動の内申を行なった。 

 

（4）教育委員会の所管する各種委員会の委員の任命及び委嘱に関すること。 

・学校給食共同調理場運営委員会 委員１７名 

・学校評議員 委員１７名 

・社会教育委員協議会並びに公民館運営審議会 委員１４名 

・スポーツ推進審議会 委員８名 

     

（5）勤務評定に関すること。 

  ・校長 5名の勤務評定を行った。 
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Ⅲ  各課の事務の点検及び評価の結果 

１．学校教育環境の充実  (学校教育課) 

(１) 学校教育施設・環境の整備 

① 学校施設環境整備事業 

＊ 事業概要 

・平成２３・２４年度の２年間にわたり住民生活に光をそそぐ交付金事業「知の地域づ

くり」により、各小中学校に特色ある図書の充実を図った。２５年度も引き続き学校図

書の整備を行った。 

・各小中学校に配置しているパソコンの起動システムが WindowsXP のためサポート終了

に伴い、Vistaへのバージョンアップを実施した。 

 

＊ 成 果 [ 評価 ５ ] 

   [小中学校施設の学校図書の整備]  

   ・睦合小学校  ７９１，２２６円 (図書４６６冊 ＤＶＤ１０枚) 

  ・栄小学校   ６８８，９０９円 (図書４１６冊) 

  ・富河小学校  ７９９，５６３円 (図書４６２冊 ＣＤ３０枚 ＤＶＤ７枚) 

  ・万沢小学校  ６３４，７３６円 (図書３３３冊 ＣＤ１０枚) 

  ・南部中学校  ８４７，２３９円 (図書５９７冊 ＤＶＤ６枚) 

[Windowsアップグレード]  

 ・小学校 １９５台  ３，３９４，１２５円 

 ・中学校  ８５台  １，４７５，７７５円 

 

＊ 課 題 

学校図書の購入については、限られた予算の中で計画的に進める必要がある。 

  今回パソコンを Windows Vista へアップグレードしたが、平成２９年４月にはサポー

ト終了と購入後８年経過に伴い、買い替えを検討する必要がある。 

 

② 地域ぐるみ学校安全整備事業（スクールガードリーダー） 

＊ 事業概要 

子どもたちが安心して教育を受けられるよう、家庭や地域の関係機関・団体と連携

しながら、学校の安全管理に関する取り組みを実施することを目的とする。 

本町では、平成１７年１０月より１名のスクールガードリーダーを委嘱し、小学校

４校に対して登下校の際の子どもへの指導、見守り隊への指導、通学路の安全確認等

を実施している。スクールガードリーダーは、主として学校周辺を通学時間帯及び下

校時間帯にそれぞれ２時間程度、４小学校を曜日変わりで巡回している。 

・スクールガードリーダー報償費 ２１９，５５０円 

 

＊ 成 果 [ 評価 ５ ] 

   事業を開始してからは特に問題等は起きておらず、事業効果は大きい。 

 

＊ 課 題 

今後も子どもたちの安全確保のため事業を継続していくが、４小学校の見守り地域が

広範囲に及ぶため各校のパトロール隊と連携するとともに通学路付近の住民に「ながら

パトロール」の依頼をするなど、全町的に効率的な見守りを行うことに努める。 
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③ 日本スポーツ振興センター災害給付金事業 

＊ 事業概要 

各小中学校に在学する児童・生徒の不慮の災害に備えて、独立行政法人日本スポーツ

振興センターと災害共済給付契約を結び、学校の管理下において児童生徒が災害に遭っ

た場合、その治療費や見舞金の給付を保護者に対して行う制度。町では全校児童生徒が

この制度に加入しており、その共済掛金は町が負担している。 

  ・共済掛金合計額  ５０６，０１５円（対象：小学校３６１人、中学校１８０人） 

  ・実績（給付金合計）４３３，５５２円（対象：小学校３８件、中学校４５件） 

 

＊ 成 果 [ 評価 ‐ ] 

町では中学３年生まで医療費助成制度があるが、この災害給付金制度では療養に伴っ

て要する費用として加算される分（１/１０）があり保護者にとっては有利である。学

校でもその点を説明し、この制度の利用に努めている。 

 

＊ 課 題 

  学校では子どもの安全確保に努めているが、この制度は長期休暇中にも対応できる

ため、不慮の災害に備え保護者に対して安心を与えられる点が有効である。 

 

④ スクールバス運行事業 

＊ 事業概要 

中学校の統合により、富河・万沢地区には通学に利用できる公共交通機関がないため、

長距離通学を余儀なくされる生徒に対してスクールバスを運行する。また、学校と居住

地が遠く離れている井出・十島地区の児童生徒及び通学路（国道）が危険な楮根・朝日

地区児童も、スクールバスで登下校をサポートしている。 

・ 運行委託料  １５，３８５，３００円 

・ 修繕料     １，２４８，９０５円 

・ 燃料費     ２，０６５，１２２円 

 

＊ 成 果 [ 評価 ４ ] 

１）富河地区の生徒の輸送（５６名） 

 ２）万沢地区の生徒の輸送（ ８名） 

 ３）井出・十島地区の児童生徒の輸送（２８名） 

 ４）楮根地区の児童の輸送（１６名） 

 ５）朝日地区の児童の輸送（５名） 

   児童生徒の通学にかかる負担を軽減している。 

 

＊ 課  題 

スクールバス乗車時間の最長は徳間地区生徒で約２５分間である。遠距離生徒が安

全かつスムーズに登下校できるよう運行時間、運行ルート、乗降場所等の調整を図る。 

 

⑤ 遠距離通学費補助事業 

＊ 事業概要 

学校と居住地が遠く離れている寄畑・井出・十島地区から、ＪＲを利用して通学す

る児童・生徒の回数券・定期券購入の補助を行っている事業。対象校は栄小学校と南

部中学校。原則、栄小児童はスクールバス通学で、南部中生徒はＪＲ通学（朝練実施

日の登校便はスクールバスを利用）である。 
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補助金は、原則として児童・生徒の保護者に対し交付する。 

決算額（学校毎） 

  栄小 →   ７，９７０円（電車：ＪＲ回数券） 

  南部中→ ２３４，７８０円（電車：ＪＲ定期券） 

 

学校毎の対象者数 

  栄小 （井出８名、十島１２名） 

  南部中（井出５名、十島３名） 

 

＊ 成 果 [ 評価 ５ ] 

   保護者の経済的負担もなく、安全に登下校できている。 

 

＊ 課 題 

 ＪＲを利用する井出・十島地区の児童生徒の負担が軽減できるよう事業を継続して

いく必要がある。 

 

⑥ 学校給食共同調理場運営事業 

＊ 事業概要 

平成２５年４月から２つの調理場を統合し、南部町学校給食共同調理場をスタート

させ、調理の集中化により一層の効率化が図られた。安心で安全な栄養面も十分に配

慮された美味しい給食を提供することにより、子どもに望ましい食習慣を身につけさ

せることを目的に、共同調理場を設置している。 

また、調理施設の維持管理や衛生面の充実に努めるほか、給食費負担金の収納確保

にも取り組んでいる。 

・小学校：４１６食、中学校：２１６食 

1）学校給食費負担金 

 歳入決算額  ３０，３９９，７８０円 

    小学校  月額４，３００円 （年額 ４７，３００円） 

    中学校  月額４，８００円 （年額 ５２，８００円） 

   上記の給食費に対して、町から１割相当額を上乗せ補助している。 

2）学校給食運営費（決算額） 

歳出決算額 

６６，２３１，２３２円（内、賄材料費３３，８８８，６１２円）    

 

3）学校給食提供日数 

    小学校１９６日、 中学校１９０日 

     

＊ 成 果 [ 評価 ４ ]  

  食材料については地産地消を取り入れ、町内ＪＡの協力のもと地元生産者との生産

者部会を定期的に開催し、季節感や風習に因んだ郷土料理や旬の野菜等を献立に加え、

献立内容の充実を図っている。 

    

＊ 課  題 

    毎日、約６３０食を調理、配送することになるので適切な人員を配置するとともに、

調理場では仕込み、調理、配送に至るまでスムーズな作業ができるよう効率的な体制

づくりを図る。また、より豊かな学校給食の実現と一層の効果的な給食運営を図るた
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めのひとつの手法として、給食調理業務の民間委託についても検討する必要がある。 

 

⑦ 学校給食費助成補助事業 

＊ 事業概要 

少子化対策ならびに子育て支援育成に資することを目的として、義務教育対象の子

どもが３人以上いる町内在住の保護者に対し、第３子以降の給食費が無料となる。た

だし、未納及び滞納のない世帯が対象である。 

 対象世帯数：２７世帯 助成金額合計  １，２７７，１００円 

 

＊ 成  果 [ 評価 ５ ] 

    対象者に通知し申請を促しているため１００％の方がこの制度を利用しており、好

評を得ている。学校給食費に関心を持つきっかけとなり、収納向上に貢献している。 

 

＊ 課  題 

    子育て支援には成果があると思われるが、少子化は進行しており、他施策との連携

による効果の拡大等を図る必要がある。 

 

⑧ 要保護及び準要保護児童生徒への就学援助事業 

＊ 事業概要 

経済的理由等により就学が困難な児童・生徒の保護者に対し、学校で必要な費用(学

用品費、修学旅行費、給食費等)を、認定基準額（所得の金額）に応じて認定審査を行

った上、支給する。 

 

◇対象者:児童扶養手当受給者 

（３０世帯４３人） 

 

◇要保護者:生活保護で対応 

（０世帯０人） 

 

 

 

＊ 成  果 [ 評価 ４ ] 

  対象者に対しては、民生委員等と連携し申請漏れのないように手続きの勧奨を行って

いる。ひとり親家庭に対する経済的支援の効果は大きい。 

 

＊ 課 題 

    前年比３名減、援助額は３５１千円の減となったが、今後さらに援助を必要とする

児童生徒（母子、父子家庭）が増加すると予想され、予算措置（町単独費用）が課題

となる。 

 

⑨ 心の教室相談事業 

＊ 事業概要 

心の教室相談員を町内の中学校に配置し、適切な教育相談や基本的な生活習慣等の

指導を行い、悩みや不安、ストレスを解消する。 

 

 

区  分 対象者 援助額 

睦合小(準要保護) 8人  513,236円 

栄 小(  〃  ) 8人  469,850円 

富河小(  〃  ) 10人  677,207円 

万沢小(  〃  ) 2人  138,590円 

南部中( 要保護 ) 0人   0円 

 〃 (準要保護) 15人 976,400円 

計 43人 2,775,283円 
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＊ 成 果 [ 評価 ４ ] 

より身近なところに相談できる場があり、生徒達の悩み、不安、ストレスが和らぎ、

心にゆとりを持てるようになることは、生徒が充実した学校生活を送ることに繋がっ

ている。 

 

＊ 課 題 

生徒からの相談を待つのではなく、相談員が積極的に多くの生徒と接触し日常的な

会話の中から生徒が抱える諸問題について、担任、養護教諭、関係機関、教育委員会

と連携していくことから、早期対応が図られ未然防止の効果も高くなると思われる。 

 

⑩ 私立幼稚園就園奨励費補助事業 

＊ 事業概要 

私立幼稚園の設置者が幼稚園教育の振興に資するため保育料等の減免をする場合に、

町が町内に住所を有し当該幼稚園に在園する幼児の保護者に対し家庭の所得状況に応

じて保護者の経済的負担の軽減を図るための奨励費を設置者に交付する。 

現在、南部町では私立南部みどり幼稚園に交付している。 

   ・減免対象児童数  ３０名 

   ・決算額 ３１０，０００円 

 

＊ 成 果 [ 評価 ４ ] 

  私立幼稚園に通園する保護者への負担軽減に貢献することができた。 

 

＊ 課 題 

この事業は南部町独自の基準で行っているが、平成２５年度の国庫補助制度改正を

参考に補助率の見直しを行っている。今後も国庫補助制度に倣いつつ、随時見直して

いく必要がある。 

 
（2）学校教育内容の充実 

 

① 小中学校特別支援教育支援員配置事業 

＊ 事業概要 

小・中学校において、特別な教育的支援を必要とする児童生徒に対して支援員（非

常勤職員）を配置し、学校生活の支援を行う。 

〔特別支援教育支援員〕 

障害等により特別な教育的支援を必要とする児童生徒に対し、学校生活を送るため

に必要な支援を行う。 

         対象児童 ２校 １２名、 対象生徒 １校 ２７名 

〔日本語指導支援員〕 

日本語が不自由な国籍の児童生徒に対し、日本語や生活習慣の指導等を行い、学校

生活を送るために必要な支援を行う。 

          対象児童 １校 ２名 

 

＊ 成  果 [ 評価 ４ ] 

〔特別支援教育支援員〕 

・学級担任と支援員との連携により、特別な教育的支援を必要とする児童生徒に対し、

障害や実情等に応じた適切な支援を行うことができた。 
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・学級担任の負担を軽減することができ、学級担任による他の児童生徒への指導の充

実、円滑な学級運営を図ることができた。 

〔日本語指導支援員〕 

・外国籍児童生徒が編入した学校における本人や周囲の様々な不安を取り除き、早い

時期に日本の習慣に慣れさせることで、安定した学校生活を送ることができるよう

になった。 

・児童生徒間の交流を促進する担い手となり、異文化に対する興味・関心を高めたり、

理解を促進したりすることができた。 

 

＊ 課 題 

専門的な支援員の人材確保が課題である。 また、今後さらに支援を必要とする児童

生徒が増加すると予想され予算措置が課題となる。 

 

② 中学校外国語指導助手設置事業 

＊ 事業概要 

  語学指導を行なう外国語指導助手(ＡＬＴ)として民間派遣（㈱インタラック）1 名

が南部中学校で指導している。 

 

＊ 成 果  [ 評価 4 ] 

生きた英語に数多く触れることで、英語学習への意欲・関心が向上し、英語を聞く・

話すといった基礎的なコミュニケーション能力を高めることにつながる。 

また、異文化についての意識が高まることにより、国際理解教育の推進が図れる。 

 

＊ 課  題 

    助手の派遣は委託契約のため、委託外の校外活動等の参加、急な授業時間の変更に

対応が難しい。 

 

③ 小学校外国語指導助手設置事業 

＊ 事業概要 

小学校学習指導要領において、小学校５年生及び６年生は週１コマ「外国語活動」

を実施することになっている。外国語指導助手（ＡＬＴ）民間派遣（㈱インタラック）

１名が、町内 4小学校において、英語の授業を行っている。 

 

＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

外国語活動において、小学１年から６年までが外国語指導助手（ＡＬＴ）とふれあ

うことができ、児童の英語に対する関心が高まり、意欲をもって学習に取り組めるよ

うになった。 

    

＊ 課  題 

十分なＡＬＴの配置が困難な自治体が多い中、４校全学年ＡＬＴによる週１コマの

活動時間が確保できているので、今後も継続していく必要がある。 

 

④ 学校評議員制度の実施 

＊ 事業概要 

       地域に開かれた学校づくりをより一層推進するため、各学校に学校評議員を置き、

保護者や地域住民の意見を幅広く聞き、学校と地域が連携しながら特色ある教育活動
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を展開する学校運営を推進する。 

 

＊ 成  果 [ 評価 ４ ] 

各学校ではこうした機会に学校での教育活動について協議し、家庭・地域の提言や

意見を取り入れるとともに、学校だよりなどにより学校の様子を知らせ、開かれた学

校づくりに努める。 

 

＊ 課  題 

学校評議員制度による地域に開かれた学校づくりが、各学校でさらに定着すること

が課題である。 

 

⑤ 山梨青森南部町児童交流会実施事業 

＊ 事業概要 

     南部氏の縁に結ばれた、両県南部町児童が、互いの町の歴史や文化、身近な環境な

どふるさとの特色や学校等を紹介しあい、新しい時代の主役となる子どもたちの交流

を深めるため毎年夏休み期間を活用し実施している。 

 

＊ 成  果 [ 評価 ５ ] 

     ２５年度は青森県南部町から３０名の児童が来町し、両町合わせて１２校６０名が

２泊３日の日程で児童交流会を実施した。グループづくりの自己紹介では表情に硬さ

も見られたが、２日目の富士山五合目の散策やキンボール大会を通じて山梨・青森両

南部町の児童は自然と会話もはずむようになり、お互いの地域の歴史や文化を共有し、

さらに心を通じ合うことにより、たくさんの仲間を作ることができた。 

日  時  平成２５年７月２３日～２５日（２泊３日）  

交流会：仲間づくりゲーム、南部氏についての学習会、富士山散策、キン

ボール大会等 

宿泊場所  隨縁カントリークラブ 

参加者数  青森南部町：８小学校３０名・引率１１名 

      山梨南部町：４小学校３０名・引率１３名 

事業費計  ６７９，７１９円 

＊ 課  題 

     ２５年度は青森から交流団を迎えた。一方、現在まで青森南部町へ訪問する際に、参

加児童は費用を負担していないが、受益者負担の原則や継続して事業を進めていくため

に、平成２６年度から個人負担金を徴収していく必要がある。 
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2．生涯学習の充実  (生涯学習課) 

① 生涯学習の推進 

＊ 事業概要 

各種講座・教室・事業を通じて、町民が学習する機会を提供する。 

ピアノリサイタル、映画鑑賞会、生涯学習フェスティバル、成人式等が開催された。 

 

＊ 成  果 [ 評価 ４ ] 

【畠山さち子ピアノリサイタル】 

平成２５年１０月２６日に文化ホールにおいて、国内外で活躍するピアニスト畠山

さち子さんと弦楽四重奏によるクラシックコンサートを開催した。 

【成人式】 

平成２６年１月１１日に文化ホールにおいて、成人者（男性６１名、女性４４名）

を祝福する式典を開催した。 

【生涯学習フェスティバル】 

平成２６年２月２３日に文化ホールにおいて、フェスティバルを開催した。この中

で、「家庭の日」「青少年を育む日」の作品優秀者の表彰、小中学生の作文・弁論発表、

研究公民館の実践発表を行った。また、文化協会と共催の記念講演では、戦場カメラ

マンの渡部陽一氏が「ファインダー越しに見た命の現場～戦場からのメッセージをあ

なたに～」と題して講演した。 

 

＊ 課  題 

一人でも多くの町民に参加してもらえるよう、他団体との共催により事業の拡大を

図った。一方で、長年継続して開催しているため、集客率が伸び悩んでいる事業につ

いては、今後、企画の見直しを行っていく必要がある。 

 

② 青少年教育の推進 

＊ 事業概要 

青少年の人間形成において家庭の果たす役割は大きく、特に核家族化が進みつつあ

る現在、個としての家庭では、その役割の発揮に限界があり、地域の皆で支えあって

青少年の教育や社会問題の解決に取り組まなければならない。町としても、少年期か

ら青年期にかけ、社会参加活動への機会を提供するための青少年教育を推進する。 

 

＊ 成  果 [ 評価 ３ ] 

子どもクラブ連合育成会ではアルカディアスポーツフェスタにおいてキンボール大

会を開催し体力の向上を図った。１月には新春書道展を開催した。 

高校生保護者会では子どもの夏休み中に町内４地区において「愛のパトロール」を

実施し青少年の健全育成に努めている。 

町民会議では、町をはじめ関係機関や団体と緊密に連携して、夏季生活指導連絡協

議会や冬季生活指導連絡協議会を開催し、育成活動に取り組んでいる。 

 

＊ 課  題 

「たくましく心豊かな青少年健全育成」のため、地域ぐるみで、家庭・学校・地域

がそれぞれの在り方や役割を認識し、緊密に連携しながら取り組む必要がある。 

 

③ 高齢者教育の推進 
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＊ 事業概要 

高齢社会においては、高齢者が経済社会の変化に対応していくために絶えず新たな

知識や技術を習得する機会が必要とされる。また、学習を通じての豊かさや生きがい

の充足が求められることから、積極的な社会参加を果たすことができるような学習と

活動の機会と場を提供し、高齢者教育の振興を図る。 

 

【なんぶいきいき大学】 
 
学習会 月 日 内 容 場所 

第 1回  ５月２９日（木） 

『開講式と町長講話』 

南部町長 佐野和広 氏 

≪南部町チャレンジデー2013参加 

軽スポーツでリフレッシュ≫ 

活性化センター 

第 2回  ６月２７日（木） 
『私の歩いてきた山々』  

「63歳のエベレスト」著者 渡邉玉枝氏 
ぴゅあ峡南 

第 3回  ７月２５日（木） 
『話してみよう 手話ッ！』 

身延高校手話コミュニケーション部 
文化ホール 

第 4回 ８月２２日（木） 
『輝いて生きる』 

介護アドバイザー 高口光子氏 
ぴゅあ峡南 

第 5回 ９月１３日（金） 
『実践！健康づくり』 

理学療法士 金森永次氏 
活性化センター 

第 6回 
１０月１７日(木) 

１０月２２日(火) 

『町 外 研 修』  

八ヶ岳周辺の歴史と湧水を巡る 
北杜市方面 

第 7回 １１月２１日(木) 
『朗読を楽しむ』 

えりこ＆いいんかい座 
文化ホール 

第 8回 １２月１２日(木) 
『交通安全教室』  

専門交通指導員峡南ブロック 
活性化センター 

第 9回  １月２３日（木） 
『悪徳商法に負けない知恵』  

山梨県民生活センター 
ぴゅあ峡南 

第 10回 ２月２７日（木）  
『閉講式と春待ちコンサート』 

ﾘｰﾄﾞｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ♪ﾐｭｰﾙ♪ 
文化ホール 

 

＊ 成  果 [ 評価 ４ ] 

なんぶいきいき大学では健康づくりや生活に密着したテーマなどにより、歌を歌っ

たり身体を動かしたり楽しく参加できる講義を開講した。また、個人の趣味を広げる

ためのクラブ活動などを通して、仲間づくりの輪を広げている。 

 

＊ 課  題 

高齢者の社会参加が少なくなってきている今日、高齢者世代の趣味も日々変わって

きているため、ニーズにあったテーマと、足を運んでもらうための工夫をしていかな

ければならない。 
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3．文化の振興 （生涯学習課） 

① 文化財保護事業 

＊ 事業概要 

文化財は地域の歴史や文化の成り立ちを理解するうえで、欠くことのできない資産

である。現在、国指定 1 件、県指定 18 件、町指定 49 件の指定を受けており、文化財

審議会委員を中心に書跡や史跡また天然記念物の保護、並びに無形文化財の継承に努

める。 

 

＊ 成  果 [ 評価 ４ ] 

台風・大雪により被害を受けた県指定文化財の井出八幡神社の社叢、本郷の千年ザ

クラ、町指定文化財の原間のイトザクラ、内船八幡神社のイチョウとクスノキ等、文

化財の保護に努めた。 

 

＊ 課  題 

担当職員が専従でないため文化財関係の詳細な対応については難しい部分がある。

一定レベルの専門的知識を有する職員の育成と、県の専門機関並びに所有者・管理者・

周辺住民等との協力体制を強化し文化財保護に努めていく必要がある。 

 

② 文化協会等育成事業 

＊ 事業概要 

現在の南部町文化協会は、南部地区と富沢地区それぞれの文化協会からなり、別々

に事業を行なっている。合併して以来の懸案、両地区の協会が早期に一本化できるよ

うに、交流の機会を提供することを目標にして活動を計画していく。 

両地区を通じて実施される町民文化祭は、相互の情報交換、交流の場の確保という

面で大変重要な事業となっている。文化協会補助金として、町から２４０万円が支出

される。 

 

＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

「創りだそう くらしの中に 輝きを」をキャッチフレーズに、南部地区、富沢地

区ともに、交流を深めながら活動を進めてきた。文化祭芸能発表では各地区の隔てな

く３０団体の出演があり、地域間の交流と連携をさらに深めることができた。 

 

＊ 課 題 

２地区の文化協会の一本化を目指しながら活動をしているが、組織の構成、運営方

法の違いから、一本化へのすり合わせすら厳しい状況にある。 
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4.総合会館・公民館・文化ホール事業 (生涯学習課) 

① 各種教室、講座等の主催事業 

＊ 事業概要 

中央公民館では、町民を対象とした公民館講座や各種教室を開催している。 

  【夏の講座】 

教  室  名 時期・実施回数 申込数 受講者延数 

陶 芸 教 室 

午前 月１回(10回) 8人 39人 

午後 月１回(10回) 6人 40人 

夜間 月１回(10回) 15人 70人 

パン作り教室 
初級 月 1回(7回) 17人 100人 

中級 月 1回(6回) 19人 110人 

つ る し 雛 教 室 月 2回(8回) 9人 67人 

パッチワーク教室 月 2回(15回) 5人 43人 

健 康 ヨ ガ 教 室 月 2回(10回) 31人 148人 

オ カ リ ナ 教 室 月 2回(10回) 5人 48人 

 

  【秋の講座】 

教  室  名 時期・実施回数 申込数 受講者延数 

金 属 工 芸 ① 教 室 週 1回(3回) 6人 16人 

金 属 工 芸 ② 教 室 週 1回(6回) 8人 38人 

手作りアロマ教室 月 1回(8回) 6人 23人 

 

  【単発講座】 

教  室  名 実施日 受講者数 

こ ど も 料 理 教 室 7月 31日 20人 

フルーツジャムづくり体験教室 8月 26日 30人 

歴 史 探 訪 講 座 9月 19日 27人 

な ん ぶ お 茶 講 座 
11月 28日 
11月 29日 

9人 

こどもお菓子作り教室 3月 26日 26人 

 

＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

生涯学習のひとつである生きがいづくりの入口としての役割が確立してきている。 

本年度は今まで講座として実施していないアロマやなんぶ茶についての講座を開催

したところ、受講者にとても好評だった。また、受講者自身、この講座がきっかけで

趣味として続けていると共に講座以外の事にも興味の範囲が広がりより活動的になる

傾向が見られる。 

 

＊ 課 題 

受講者が以前から受講しているリピータが多く、新規受講者の開拓が課題である。 

新講座において受講者にはとても好評だった実績を踏まえ、新講座の開催にあたって

は講座内容をわかりやすく町民に広報することに努めるとともに、日時等など参加し

やすい方法を検討する。また、新講座については、興味のある初心者を対象とした講

座を開発し、生涯学習の裾野を広げることを目標に事業を進めていく必要がある。 
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② 南部町文化ホール事業 

＊ 事業概要 

芸術文化に関する住民の意識の啓発、教養の向上を目的とし、映画会、寄席、合唱発表

会、コンサートなどの自主事業を実施した。 

また、地域社会の振興に寄与するため、南部町民文化祭、内船歌舞伎の定期公演、畠山

さち子リサイタルコンサート等へ協力し、その他ホールの貸館等を行っている。 

 

【自主事業】 

事  業  名 開催日 入場数 販売収入額 

なんぶシネマ 

「ツナグ」「道～白磁の人～」 
6月 15日 476人 156,500円 

七夕こども映画会 

「ドラえもん」「ひまわりと子犬の 7 日間」 
7月 6日 453人 60,000円 

南部寄席 

～桂米助・三遊亭小遊三 二人会～ 
8月 24日 240人 483,000円 

合唱のつどい 10月 21日 290人 無料 

望月友美クリスマスコンサート 12月 16日 239人 496,000円 

計  1,698人 1,195,500円 

平成 24年度(前年度)自主事業販売収入額 913,800円 

 

【有料貸館事業】 

事  業  名 開催日 入場数 使用料 

ピアノ教室発表会 5月 3日 72人 22,000円 

 

【貸館事業】 

事  業  名 開催日 入場数 使用料 

町民文化祭芸能発表部門 11月 3日  500人 無料 

内船歌舞伎定期公演 12月 1日  400人 無料 

南部町歌謡フェスタ 2014 3月 16日  400人 無料 

小学校芸術鑑賞会 他 49回使用 5月 8日他 2,538人 無料 

計 全 52回 3,838人 ― 

 

＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

無料公演を含む５回の自主事業を実施し、来場者から好評を得た。また前年度実施した

来場者アンケートの結果を踏まえ映画会を２回の開催とし、集客は過去最多となった。 

貸館事業に関しては、ピアノ教室発表会のほか、定期的に利用する団体が増え地域の文

化振興と住民の交流の場の提供に貢献できた。 

 

＊ 課 題 

集客率と費用対効果を考慮し、ホールの規模に合致した企画の選考が求められる。また

地域の文化振興に貢献するため、文化協会等の規約に定められた団体には無料貸館が可能

である事も、さらに周知し施設稼働率を高めていくべきである。 
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5．アルカディア文化館 （生涯学習課） 

① 南部図書館・富沢図書館 

＊ 事業概要 

地域の情報拠点、学習の拠点となる図書館は、町民の学習要求の多様化、高度化に

伴い、一般書はもとより専門書、学術書、地域資料、さらには公共図書館と学校図書

館を結ぶネットワークの活用を図り、学習にあった多種多様な資料の収集及び提供を

目的とする。 

[南部図書館] 

○開館日数：２９１日 

○来館者数：２３,０２０人 

○貸し出し冊数：５４，０１２冊 

○主催教室事業 

 ・乳幼児・幼児・リトミック教室等 

  開催回数：６５回 

  参加者数：１，７１０人 

 ・お話し会・読書指導（小学生対象） 

 

[富沢図書館] 

＊ 事業概要 

○開館日数：２８３日 

○来館者数：５，７７１人 

○貸し出し冊数：２２，２１８冊 

 

＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

乳幼児を持つ親子並びに小学生を対象にしたお話し会や工作、手遊び、映画会等を

図書館ボランティアの協力を得ながら開催しているため、読書活動に対する効果は上

がっている。 

 

＊ 課 題 

利用者のニーズにあった本を提供するため、リクエスト等の情報の収集に努めると

ともに、住民の読書支持率向上のための方策を検討していく。 

 

② 町立美術館 

＊ 事業概要 

町民が歴史と文化に興味を持ち、芸術向上の場として親しみやすい美術館運営を考

慮し、郷土が誇る芸術家「近藤浩一路」の功績を称え、その作品を美術館に展示する。 

○開館日数：２９１日 

○企画展 

 ・望月勅雄水墨画展     ７月９ 日～ ７月３０日 ５００人 

 ・近藤浩一路没後５０年展 １１月１０日～１２月 ２日 ８０５人 

 ・中村はるみ人形展     １月１５日～ ２月 ２日 ６５３人 

 ・早蕨展          ３月１１日～ ３月３０日 ３０１人 

○常設展  

区   分 期  間 入場者数 

近 藤 浩 一 路 作 品 展 年 2回展示換え(通年) ３３２人 
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  ＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

近藤浩一路没後５０年展の開催、及び計４つの特別展を開催し、多くの入場者が訪

れ、町内外へ美術館をＰＲすることができた。また施設への案内看板を設置し、美術

館の周知が図れた。 

 

＊ 課 題 

施設への案内看板を設置したが、美術館の建物自体にも表示看板を設置し、宣伝を

もっと積極的にするべきである。 

企画展の開催についても経費（印刷製本費、運搬委託料等）がかかってしまうため、

できるだけ予算をかけずに開催するよう、鋭意努力することが必要である。 
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6．生涯スポーツの充実  (生涯スポーツ課) 

 
（1）施設の充実と効果的な活用 

 

① アルカディアスポーツセンター 

 ○営業日数：２９５日 

 ○入館者数：３８，２４６人    人数        収入金額 

     内訳 プール・ジム １５，６０３人（ ３，３６６，６００円） 

        レ ッ ス ン  １４，１１４人（ ６，２００，３００円） 

        体 育 館   ８，５２９人（   ４０６，７００円） 

               ９，９７３，６００円 

○その他の施設：４６，６５５人 

     内訳 テニスコート  ５，１３９人（    ２６０，９００円） 

        野 球 場  ４，３７８人（    ３７５，８００円） 

        運 動 場  ６，９０８人（    １２５，７５０円） 

        富 沢 野 球 場  ４，２３４人（    ２３２，１００円） 

        小中学校施設 ２４，３３４人（    ５９４，９５０円） 

        柔 剣 道 場  １，６６２人（    １０２，９００円） 

                        １，６９２，４００円 

○主催教室事業 

レッスン名 開催日 開催日数 参加延人数 

親子幼児体操 

火曜日 

４４回 ５３４人 

シニアトレーニング ４４回 ３６７人 

ズンバ（夜） ４４回 ７００人 

水中ウォーキング（夜） ２２回 ２１８人 

バランスボール（夜） ４４回 ３８７人 

ボディーデザイン 

水曜日 

２２回 ７７人 

シニアトレーニング ４４回 ３４７人 

大人クロール ４４回 １０９人 

大人水泳教室 ４４回 ７０人 

ステップ＆コンディショニング（夜） ４２回 ４７６人 

水中ウォーキング 

木曜日 

２２回 ２４０人 

シニアトレーニング ４４回 ２８８人 

シェイプアップエアロ ４４回 ３３７人 

フラダンス（リコロケ）（夜） ４４回 ７２３人 

フラダンス（ロケラニ）（夜） ４４回 ５７５人 

はじめてヨガ（夜） 

金曜日 

４４回 ５８５人 

リラックスヨガ（夜） ４４回 ４０６人 

バランスボール ４４回 １５９人 

ジュニア水泳教室（夜） ４４回 １６９人 

水泳教室 火・水・木 １３２回 ６，１１９人 

年中さん水泳教室 火・水 ８８回 １, ２２８人 

計 
  

１４，１１４人 
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○共催教室事業（福祉保健課主催） 

メタボ体操教室（６月～８月） 

教  室  名 開催日 開催回数 参加者数 参加延人数 

チームダイエット南部(2クール) 金曜日 21回 18人 172人 

 

＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

      参加者のほぼ全員が減量に成功しており、内２名は、メタボより脱却している。 

教室事業は定着しつつあるが、今後も利用者のニーズにあった新規教室や高齢者向

けの教室も開催していきたい。 

 

＊ 課 題 

       昨年に比べ利用者数は増加しているが、会員者数が減少している。特に町内の会員

者が減少傾向にあるため、施設のＰＲはもちろん、イベント等を開催企画し、町民の

利用促進を図りたい。また、インストラクターの人材不足により教室が開催されない

事がある為、人材を確保したい。 

 

 

②その他施設 

＊ 事業概要 

社会体育施設・学校体育施設の開放は、各体協支部、体協専門部、クラブチームの

多数に利用されている。平成２５年度の収入額は前年比２．４％減であったが、利用

者は４．９％増加した。 

 

＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

体育館・グラウンドとも年間通しての利用があり有効に利用が図られている。特に体

協専門部、スポーツ少年団、クラブチームの利用が多い。また、夏季には県外チームの

合宿として利用されている。 

 

＊ 課 題 

屋外施設においては照明や安定器をはじめとする設備の老朽化が目立つ。節電対策と

施設の利用促進を総合的に推進できるよう効果的な利用を図る。また、ゴミの持ち帰り

の徹底等、利用者のマナーの改善を促す必要がある。 

また、アルカディアプールについても経年による老朽化が目立ち、維持管理費の増大

をいかに抑えるかが課題となっている。 
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（2）スポーツグループの育成とスポーツの生活化 

 

① スポーツ推進委員事業 

＊ 事業概要 

  目 的：町民にスポーツの楽しさ、すばらしさを伝えるとともに、スポーツやレクリエ

ーションの普及振興を図るための指導・助言を行う。 

事業費：４５０千円（スポーツ推進委員会補助金） 

事 業：1）軽スポーツ普及事業 

トランポリン教室（１１回）、キンボール教室（２回） 

2）各種スポーツ大会への協力 

アルカディアスポーツフェスタ、町民体育祭、駅伝大会 

3）各種研修 

定例会（４回）、峡南研修（２回）、県研修（２回） 

 

＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

本町のスポーツ推進委員２４名は町民に対し積極的にスポーツの普及振興に努めた。

中でもトランポリンクラブにおいては、会員の子供たちに親切丁寧に指導することがで

きた。また、駅伝大会等ではスムーズな大会運営に努めた。 

 

＊ 課 題 

勤務の都合でスポーツフェスタ、町、体育協会等の各種行事への出席率の低いスポー

ツ推進委員も見受けられたので、出席率の向上を図る。 

 

② スポーツグループ育成事業 

＊ 事業概要 

          目 的：町民のスポーツ実施率の向上とスポーツの日常化を目指し、軽スポーツグルー

プの育成を図る。 

事 業：「南部リズム会」は平成１８年度から自主団体として活動し、毎月１回リズム

体操教室を開催している。会員は年度末現在８９名。「南部トランポリンクラブ」

は平成２１年６月に設立し、スポーツ推進委員が中心となって毎月２回子ども

たちにトランポリンと軽スポーツを指導している。会員は年度末現在年長から

小学校３年生まで４１名。「南部ウォーキングクラブ」は平成２１年６月に設立

し、毎月１回、町内外のウォーキングを開催している。会員は年度末現在７２

名。 

 

＊ 成 果  [ 評価 ５ ] 

南部リズム会は設立から８年が経ち町民の中に定着している。南部ウォーキングク

ラブとともに５０歳から７０歳までの婦人層が中心で生活習慣病予防、体力づくりの

ほか会員の憩いの場として役割を果たしている。南部トランポリンクラブは神経系の

発達が著しい年齢層の子どもを対象に実施し体力向上に貢献している。 

 

＊ 課 題 

それぞれのグループとも町民の認知度が上がり、活動も活発になり会員も増加して

いるが、男性の参加者を増やして行きたい。なお一層の啓発や事業の推進を図り、ス

ポーツを積極的にしない町民の取り込みを図る。また、会員自身が主体的に活動し、

運営していく体制を整えていく。 
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③ スポーツ教室・イベントの開催 

＊ 事業概要 

    目 的：スポーツを振興し、町民の体力増進・健康を保持するとともに、人と人との

ふれあいを育むコミュニティの場として、誰でも楽しめる軽スポーツを中心に

教室を開催する。 

 

 事業費：教室謝金２４７千円、フェスタ２００千円、サンクスデー９４千円 

 

 事 業：1）各種教室の開催 

教  室  名 開催日 開催回数 
参加者数 

（会員数） 

ト ラ ン ポ リ ン 教 室 月 2 回 22回 41人 

キ ン ボ ー ル 教 室 6月 14日 17日 2回 150人 

ジ ュ ニ ア ゴ ル フ 教 室 夏休み期間 4回 6人 

親 子 テ ニ ス 教 室 〃 3回 14人 

バ レ ー ボ ー ル 教 室 4月 20日 1回 100人 

弓 道 教 室 夏休み期間 21回  7人 

スキー教室  しらかば 2 i n 1 2月 16日 大雪中止  0人 

ウ ォ ー キ ン グ 教 室 4月～3月 11回 72人 

リ ズ ム 会  飯 田 忠 子 先 生 4月～3月 12回  89人 

計   479人 

 

2）スポーツイベント 

イ ベ ン ト 名 開催日 参加人数 

ヴァンフォーレ甲府 サンクスデー 8月 10日 100人 

アルカディアスポーツフェスタ  2013 7月 14日 400人 

 

＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

日頃からスポーツの体験ができない方に対してのきっかけづくりとして大きな 

効果があり、各教室とも多くの初心者の参加があった。また、フェスタでは、育成会

対抗のキンボール大会が盛大に開催されるとともに、プール無料開放のほか、チアダ

ンスチーム「Cheers Factory」の演技を見ることができ、評判が良かった。 

 

＊ 課 題 

種目を固定化するのではなく、町民のニーズにあったスポーツやニュースポーツイ

ベント教室を開催する。広くスポーツの楽しさやすばらしさを啓発するため、フェス

タ・サンクスデーは継続して開催する。 
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（3）組織の充実と連携 

 

①体育協会 

＊ 事業概要 

目 的：生涯スポーツを推進するには体育協会との町行政とが緊密な連携を図る必要が

ある。 

事 業：体育協会は２５支部、１６専門部、８スポ少から組織され、教育委員会生涯ス

ポーツ課が、庶務会計を担当しスポーツ振興を図っている。競技スポーツとして

の一面と生涯スポーツの一面を有し、県体育祭への出場、町民体育祭・駅伝大会

の開催、各種スポーツ教室の開催を年間事業としている。特に初心者を対象にし

たスポーツ教室では各種目の普及を目指し尽力している。行政とも緊密な連携と

協力体制が図られている。 

事業費： ４，５００千円 （体育協会補助金） 

 

事  業  名 開催日 参加人数 

第 11回南部町民体育祭    24支部参加 10月 13日 1,200人 

第 11回南部町駅伝・第 1回マラソン大会  

 69チーム・14人参加 
 1月 26日   359人 

 

＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

町と体育協会の連携が図られスポーツ事業が実施されている。特に町民体育祭・駅

伝大会は町の一大行事として位置づけられている。 

      第１回となったマラソン大会は、出場者こそ少なかったが、周知次第では今後大き

く飛躍する可能性を秘めている。 

 

＊ 課 題 

部員の減少等により活動が減少している専門部には、新規部員の取り込みのための

教室を開催する。また、体協支部でグラウンドゴルフなどの軽スポーツ教室を開催す

る場合は専門指導者ができる限り協力しスポーツの普及を図る。教室開催にあっては、

町民のニーズにあった種目を開催する。 

 

② 総合型地域スポーツクラブの育成 

＊ 事業概要 

目 的：スポーツ実施率を向上させるため、多世代・多種目・多嗜好を実現した組織

として、スポーツ振興基本計画やスポーツ立国戦略では総合型地域スポーツク

ラブの設立を掲げている。町ではクラブ設立を目指し、「南部町総合型地域スポ

ーツクラブ設立準備委員会」を組織し、設立に向け準備を進めている。 

事 業：会議を開催し備品等整備を行った。 

事業費：１５０千円（設立準備委員会補助金） 

 

＊ 成 果  [ 評価 ３ ] 

総合型地域スポーツクラブ設立については、設立準備会により、町の現状、町民の

ニーズ、県内各町の状況をもとに協議した。年間を通じ、山梨県広域スポーツセンタ

ー並びにスポーツ健康課の指導を受けて事業推進に取り組んでいる。 
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＊ 課 題 

県内市町村でのクラブの設立率は７０％とされている。本町でも、クラブ設立に向

け取り組んでいるが、主体となる人材や指導者の確保が困難な状況等を踏まえ、平成

２６年度中には、クラブ設立の是非を検討する。 

 

 

 

 

 


